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◆今週の紙面から◆
「生活援助」を削減する介護保険制度の新段階
「諦めないことが勝つこと」　糸数慶子さ　

　ん講演
井関農機労契法20条一審裁判決　格差是正へ
「夫婦の氏と選択的夫婦氏制度」　二宮講演①
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５
月
５

日
は
マ
ル

ク
ス
生
誕

２
０
０
年

の
日
で
あ

っ
た
。
各

地
で
集
会

が
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト

や
釈
迦
と
違
っ
て
神
霊

的
な
存
在
で
は
な
い
の

で
、
生
誕
の
意
味
を
問

う
よ
り
も
、
生
涯
の
業

績
を
記
念
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
▼
マ
ル

ク
ス
は
古
い
、
誤
り
だ

と
い
う
言
説
に
は
荒
唐

無
稽
な
も
の
が
多
い
。

『
資
本
論
』
が
著
さ
れ

た
１
８
６
７
年
は
、
日

本
は
チ
ョ
ン
マ
ゲ
の
時

代
で
あ
り
、
そ
れ
を
よ

し
と
す
る
の
は
、
チ
ョ

ン
マ
ゲ
を
よ
し
と
す
る

に
等
し
い
と
い
う
類
で

あ
る
▼
憲
法
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
外
国

で
は
憲
法
は
頻
繁
に
変

え
ら
れ
て
い
る
の
に
、

日
本
で
は
70
年
も
改
正

が
試
み
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
違
う
。
変
え
よ
う

と
す
る
試
み
が
執
拗
に

さ
れ
て
き
た
の
に
、
変

え
て
は
な
ら
な
い
と
す

る
闘
い
が
70
年
以
上
に

わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て

き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
集
中
行
動
の
６
日
間
、

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー

ト
前
に
は
連
日
５
０
０
人

を
超
え
る
仲
間
が
座
り
込

ん
だ
。
ダ
ン
プ
に
よ
る
搬

入
を
完
全
に
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
通
常
の
半
数
か
ら
３

分
の
２
に
抑
え
た
。

　
25
日
に
は
カ
ヌ
ー
83
艇

と
抗
議
船
11
隻
に
よ
る
海

上
座
り
込
み
行
動
も
行
わ

れ
た
。
何
よ
り
大
き
か
っ

た
の
は
、
ゲ
ー
ト
前
の
現

場
の
果
た
す
決
定
的
役
割

を
、
全
国
の
沖
縄
に
心
を

寄
せ
る
人
々
と
と
も
に
再

確
認
で
き
た
こ
と
だ
。

　
行
動
初
日
、
座
り
込
み

の
排
除
に
５
時
間
半
を
要

し
た
県
警
は
、
翌
日
か
ら

２
０
０
人
体
制
へ
倍
増
。

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
の
金

網
と
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た

ま
ま
の
機
動
隊
車
輌
を
並

べ
て
作
っ
た
歩
道
上
の
空

間
に
、
ご
ぼ
う
抜
き
し
た

人
々
を
長
時
間
拘
束
し

た
。
さ
ら
に
、
ダ
ン
プ
運

転
手
を
説
得
す
る
活
動
に

対
し
て
は
道
交
法
に
よ
る

逮
捕
で
応
じ
た
。

　
県
警
の
暴
力
的
排
除
に

よ
っ
て
オ
ー
ル
沖
縄
会
議

の
高
里
鈴
代
共
同
代
表
が

鎖
骨
を
骨
折
す
る
な
ど
、

負
傷
者
も
続
出
し
た
。
県

知
事
の
指
導
・
要
請
を
無

視
し
、
非
暴
力
で
抗
議
す

る
権
利
に
対
し
て
は
暴
力

的
排
除
で
応
え
た
の
だ
。

　
長
期
の
闘
い
を
支
え
て

き
た
の
は
、
現
場
の
力

だ
。
沖
縄
戦
占
領
期
体

験
、
今
日
に
連
な
る
基
地

被
害
の
現
実
、
そ
し
て
現

場
を
鼓
舞
す
る
歌
声
、
こ

れ
ら
ゲ
ー
ト
前
テ
ン
ト
で

の
交
流
は
、
世
代
と
地
域

を
超
え
て
人
々
の
心
を
つ

な
い
で
き
た
。

　
愛
知
県
機
動
隊
の
沖
縄

派
遣
違
法
を
問
う
住
民
訴

訟
に
つ
い
て
報
告
し
た
副

団
長
の
保
田
泉
中
執
は
、

女
性
を
暴
行
か
ら
守
ろ
う

と
し
て
警
官
が
米
兵
に
射

殺
さ
れ
た
１
９
４
５
年
の

事
件
な
ど
、
沖
縄
県
警
の

持
つ
独
自
の
歴
史
に
触
れ

な
が
ら
、
米
軍
基
地
建
設

の
走
狗
と
化
し
た
警
察
権

力
を
批
判
し
た
。

　
最
終
日
の
４
月
28
日

は
、
沖
縄
現
代
史
の
中
で

特
別
な
日
だ
。
２
年
前
、

米
軍
属
に
よ
っ
て
20
歳
の

命
を
絶
た
れ
た
女
性
の
命

日
で
も
あ
る
。
ゲ
ー
ト
前

で
は
「
屈
辱
の
日
を
忘
れ

運
動
団
体
の
プ
ラ
カ
ー
ド

か
ら
、選
ば
れ
た
３
団
体
、

１
個
人
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
最
後
に
主
催
者
が
行
動

提
起
、特
に「
３
０
０
０
万

署
名
」
達
成
に
向
け
た
一

層
の
奮
闘
、「
森
友
・
加
計

疑
惑
」
な
ど
の
政
治
の
私

物
化
に
対
す
る
国
会
内
外

の
追
及
、
６
月
か
ら
本
格

工
事
が
強
行
さ
れ
る
沖
縄

・
辺
野
古
に
対
す
る
全
国

支
援
な
ど
を
提
起
。
６
万

人
の
参
加
者
は
、
東
京
臨

海
部
を
デ
モ
行
進
し
た
。

れ
る
。
こ
れ
と
９
条
改
憲

と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
ト
ー
ク
２
部
で

は
沖
縄
や
フ
ク
シ
マ
な

ど
、
安
倍
政
治
と
闘
う
様

々
な
分
野
か
ら
８
名
の
発

言
が
あ
っ
た
。
政
党
は
４

党
が
、
安
倍
改
憲
を
許
さ

な
い
力
強
い
決
意
を
表
明

し
た
。

　
会
場
参
加
者
の
目
を
集

め
た
の
は
、
今
年
の
企
画

の
「
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク

ー
ル
」
だ
。
全
国
各
地
の

の
作
家
、
学
者
か
ら
問
題

提
起
が
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
、
竹
信
三
恵

子
・
和
光
大
教
授
は
「
憲

法
９
条
は
狭
い
概
念
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
社
会
生

活
に
関
わ
る
問
題
」
と
提

起
。
９
条
が
改
悪
さ
れ
、

軍
事
優
先
と
な
れ
ば
、
憲

法
24
条（
両
性
の
平
等
）、

25
条
（
生
存
権
）、
26
条

（
教
育
を
受
け
る
権
利
）、

27
条
（
労
働
の
権
利
）
を

は
じ
め
国
民
生
活
や
社
会

保
障
条
項
な
ど
は
軽
視
さ

催
、
改
憲
問
題
に
つ
い
て

２
部
構
成
の
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
た
。
一
部
で
は
４
名

な
い
県
民
集
会
」
が
開
か

れ
、
参
加
し
た
１
５
０
０

人
は
追
悼
と
反
新
基
地
の

決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
「
連
続
６
日
間
５
０
０

人
集
中
行
動
」
を
呼
び
か

け
成
功
さ
せ
た
皆
さ
ん
、

長
期
の
闘
い
を
支
え
て
き

た
「
ヘ
リ
基
地
反
対
協
」

「
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
現
地

闘
争
部
会
」
を
は
じ
め
と

す
る
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら

の
連
帯
を
表
明
し
た
い
。

　
11
月
知
事
選
に
向
け

て
、
翁
長
雄
志
知
事
に
よ

る
埋
立
承
認
「
撤
回
」
の

動
き
も
加
速
す
る
こ
と
に

な
る
。
今
回
の
沖
縄
か
ら

の
呼
び
か
け
に
よ
る
集
中

行
動
か
ら
、
今
度
は
本
土

自
身
の
呼
び
か
け
に
よ
る

沖
縄
連
帯
行
動
を
ど
う
作

り
あ
げ
て
い
く
か
、
そ
の

こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
の

を
強
く
自
覚
し
た
。

　
政
府
は
沖
縄
県
民
の
民

意
を
踏
み
に
じ
り
、
県
の

許
可
を
得
な
い
で
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
の
た
め
に

違
法
な
護
岸
工
事
を
強
行

し
て
い
る
。

　
６
月
に
は
浅
瀬
の
海
を

護
岸
で
囲
い
込
み
、
土
砂

を
投
入
す
る
方
針
と
の
報

道
が
あ
る
。
土
砂
が
投
入

さ
れ
れ
ば
、
美
し
い
辺
野

古
の
海
は
取
り
返
し
が
つ

か
な
く
な
る
。

　
「
絶
対
に
食
い
止
め
な

け
れ
ば
！
」
と
５
月
26
日

（
14
時
か
ら
15
時
30
分
）

に
は
国
会
包
囲
行
動
が
取

り
組
ま
れ
る
。「
基
地
の

県
内
移
設
に
反
対
す
る
県

民
会
議
」
な
ど
８
団
体
が

共
催
す
る
。

　
沖
縄
・
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
は
護
岸
工
事
着

工
か
ら
１
年
、
初
め
て
の
土
砂
投
入
と
い
う
緊
迫

し
た
情
勢
を
迎
え
る
。
４
月
23
日
か
ら
「
連
続
６

日
間
５
０
０
人
集
中
行
動
」
の
呼
び
か
け
に
応
え

て
、
新
社
会
党
は
岡
﨑
ひ
ろ
み
委
員
長
を
団
長
と

す
る
９
名
の
代
表
団
を
現
地
に
派
遣
し
た
。

�

（
毛
利
孝
雄
＝
派
遣
団
事
務
局
）

　
憲
法
施
行
71
周
年
の
５
月
３
日
、
安
倍
改
憲
を

阻
む
た
め
全
国
２
５
０
カ
所
で
集
会
や
デ
モ
が
行

わ
れ
た
。
東
京
集
会
は
６
万
人
が
参
加
す
る
中
、

「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署

名
」
の
中
間
集
約
数
が
１
３
５
０
万
筆
に
達
し
た

と
発
表
さ
れ
、
３
０
０
０
万
筆
達
成
へ
一
層
の
奮

起
を
と
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。 

辺野古新基地建設許すな！

土砂投入の重大局面へ

本土からの連帯行動を
連
続
６
日
間
の

５
０
０
人
行
動

新
社
会
党
が
派
遣
団

キャンプシュワブのゲート前に座り込んだ
人々は、ゴボウ抜きにスクラムで対抗した

＝４月26日

「いいね！日本国憲法」「９条改憲NO！」などポ
テッカーを掲げる東京集会の参加者＝５月３日

非
暴
力
で
闘
う
市
民
に
対
し
て
、
権
力
は
暴
力
的

排
除
で
応
じ
た
＝
４
月
27
日

３
０
０
０
万
署
名

中

間

集

約

１
３
５
０
万
筆

全
国
２
５
０
カ
所

東
京
で
は
６
万
人

憲法集会

腐
敗
一
掃
・
安
倍
打
倒 

沖
縄
と
連
帯

　
東
京
都
江
東
区
の
有
明

防
災
公
園
で
開
か
れ
た
集
会
は
、「
５
・
３
憲
法
集

会
実
行
委
員
会
」
が
主

壇
上
に
掲
示
さ
れ
た
中
間

集
約
「
１
３
５
０
万
筆
」

美
ら
海
壊
す
な
！

土
砂
で
埋
め
る
な

５
月
26
日
　
国
会
包
囲


